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2.12.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
西村 啓 低解像度に対応した負荷の少ない顔方向推定方法の検討 
 顔の向きを推定する技術は数多く研究されているが，解像度が低い場合十分な精度を得るこ
とが難しく，また処理性能の影響を強く受けてしまうという問題点がある.そこで本研究では,
顔の向きの推定を負荷の少ない画像情報処理によって行い，比較的解像度の低い画像において
も精度を得ることのできる顔向きの推定方法を検討する. 
大林 匠 アナログ記録媒体からの効率的雑音除去に関する研究 
 アナログ記憶媒体からデータをデジタル化し，デジタル記憶媒体に保存するという試みが行
われている．アナログ記憶媒体は盤面の状況によって様々なノイズが入ってしまう．既存のソ
フトウェアは録音した音源に対しノイズ除去を行うが，精度を求めると多くの時間を必要とす
る．そこで，効率的にノイズ除去を行うことが出来るようにするために，様々なノイズについ
て解析を行い，ノイズ検出手法及びノイズ除去手法を見つける． 
伊藤 皓平 顕著性マップからの ROIを利用した JPEG画像に関する評価 
 JPEG画像は効率的に画像を圧縮できることにより，Webコンテンツやディジタルカメラ，携
帯電話などで最も多く使用されている画像形式である．ディジタルカメラの高性能化に伴い，
画像が高画質になる一方，その容量が増大してきている．JPEGでは，圧縮率を上げることに
よって画像の容量を減少させることができるが，全体の画質が低下するという欠点がある．こ
れに対して，プリマら（2011）は JPEGの圧縮処理に ROI（Region of Interest）を導入する
方法を提案した．これにより，画像中の注目度合を考慮しながら，画像内の圧縮率を適応的に
行うことが可能になり，画像の印象を低下せずにその容量を減少させることができた．本研究
では顕著性マップ（Ittiら,1998）を ROI として JPEG画像を生成し，得られた画像について
評価を行う．ここで実験により，被験者から画像の美しさ・精細感および違和感についての評
価をもとに，効果的な ROI を用いた JPEG 画像の生成パラメータの決定を試みる． 
荻原 祥子 バードストライクを軽減するための風力発電所の GISデータベースの作成 
 二酸化炭素を排出しないことや効率的に電気エネルギを変換できることなどから，日本では
近年風力発電が増加してきている 1)．しかしながら，風車からの低周波音による周辺住民へ
の健康被害や富者へのバードストライクなどのように，風力発電所が及ぼす被害も報告されて
きている 2)．前者は，風力発電所の設置位置を住宅地からある一定距離に離せば対応できる
が，後者は自然環境の地理データを参照にしながら風力発電所の設置を検討する必要がある．
例えば，ヨーロッパ諸国では自然保護国の周辺が風力発電の立地からも除外されている．デン
マークでは，海岸線から 300m以内を海岸の自然環境・景観を保護するための保護区として設
定し，当該地域が風力発電の立地から除外されている 3)．本研究では，地理情報システム（GIS）
を用いて，風力発電所の所在地をデータベース化し，既存の自然環境の地理データベースに融
合させることを試み，バードストライク発生の立地条件を分析する．ここで，作成したデータ
ベースはオンラインとオフラインで稼働できるようにし，本課題の取り組みに興味をもつ全て
の人にデータ提供が行えるようにする． 
奥田 大輔 赤外線センサーを用いたジェスチャ入力方式に関する研究 
 近年，身振りやしぐさによって機器を操作するジェスチャ入力が注目を集めているが，従来
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手法では応答速度などに課題が多い．本研究では赤外線センサーとして WiiRemoteを用い，低
コスト，低負荷を備えた，高速な応答性のあるジェスチャ入力方式を提案する．今回，指に装
着するマーカーを用いたジェスチャ入力システムを試作し，操作の精度や快適性についての検
証を行う． 
小原 美波 環境音識別に要する最小時間長に関する研究 
 音はヒトが生活する上で欠かすことのできない知覚情報である．本研究では，聴知覚メカニ
ズムにおいて重要な処理のひとつである時間処理に着目し，ヒトが環境音を識別できる最小時
間長を求めるための基礎的な実験を行った．その結果，事前情報を呈示した場合には 1000msで
ほぼ 100%，呈示しない場合でも 80%の識別率となり，少なくとも 1000msあればその環境音が識
別可能かどうか判断できることが分かった． 
佐々木 竜也 顕著性マップを利用した写真スライドショーの作成に関する研究 
 近年，ディジタルカメラの普及によって写真を撮影する機会が多くなった．そのため，多数
の写真を保管または整理する際に，従来の写真アルバムでは困難になっており，ディジタルア
ルバムが必要になった．ディジタルアルバムでは，思い出の写真をより効果的に提示するため
に，拡大・宿所やフェードイン・アウトなどの種々な写真表示（スライドショー）の工夫がな
された．しかしながら，これらの表示方法において人間の主観が考慮されず，写真内の重要な
部分を効果的に表示されないという問題が指摘される．そこで，本研究ではこの問題を解決す
るために，顕著性マップを利用した写真スライドショーを提案し，提案したスライドショーの
効果について評価を行う. 
 
鈴木 瑛大 アナログジョイスティックを用いた 2段階操作での文字入力手法の検討 
 円周分割入力方式とは，少ない面積で実装でき，かつ効率良く直感的に扱える文字入力方式
である．しかし選択が難しく，誤入力を行ってしまう問題点がある．  本研究では，より高速
で精度の高い文字入力を行うために，ひらがな 1文字の選択の際に 2回のスティック操作を行
う 2段階方式を提案する．従来研究と比較し，かな入力における入力速度や精度の観点から評
価を行った結果，誤入力を減少できることを確認した． 
大棒 麻実 注視実験による顕著性マップの検証 
 顕著性マップは画像における注目されうる箇所を推測し，その確率をマップとして表現する
ものである（Ittiら，1998）．当該マップによって，被験者を必要とせず，画像の特徴量（色，
輝度，空間周波数）を解析するだけであらゆる画像上の注目箇所を知ることができる．これま
で，顕著性マップに関する主観的評価が多く行われてきており，そのほとんどが良好な結果を
報告している．しかしながら，定量的評価について十分に検証されておらず，顕著性マップを
静止画像および動画像の圧縮などのための注目領域（ROI: Region of Interest）として利用
する際に，その妥当性を知る必要がある．本研究ではまず注視実験により，複数の主題を目的
とした画像から注視データを収集し，注視点密度マップの作成を試みた．最後に，作成した注
視点密度マップと顕著性マップを比較し，その差異について分析した． 
高橋 大佐 ARdisk：拡張現実感を用いたデスクシステムのための腕時計型回転マーカインタフェースの提
案 
 ハンドジェスチャは近年，入力手法として普及してきているが，微細な情報の入力が未だに
困難とされている．本研究では，この課題を解決するために拡張現実感を用いた「ARdisk」と
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呼ばれる入力インタフェースを提案し，ハンドジェスチャと２次元マーカの回転を用いた操作
手法について検討した．主観評価により，提案インタフェースはユーザに不快感を与えること
なく，細かい調節に伴う入力作業が可能であることが分かった． 
田中 優美 Twitterにおけるタイムライン閲覧時の不快感軽減手法の提案 
 Twitterは，独自のつながりが特徴のコミュニケーションサービスである．Twitter上におい
て，あるユーザにとって個人的に不快なツイートがあった場合に，発言者との関係を絶つこと
で対処する方法が提供されている．本研究では，ユーザが不快と判断したツイートを見づらく
することで読み飛ばしを支援し，つながりを保持したまま不快を受け流す手法を提案し，適切
な見づらさを与える表示方法の検討，評価を行った． 
 
(b) 博士(前期)論文概要 
山田真吾 JAF交通改善提言用のシステム開発 
 日本自動車連盟（JAF）は自動車ユーザに対し，安全と安心の支えとなるサービスを提供す
ると共に，交通の安全と円滑のための事業活動を積極的に取り組んでいる．近年，JAFは交通
改善提言のために，ユーザからの情報を収集するシステムを考案しており，本システムを通じ
てユーザが容易に情報を提供でき，そして大量な情報に対して半自動的にシステムがその優先
度を決定できることを想定している．本研究では，JAFとの共同研究の一環として，当該シス
テムを開発し，提言情報の活性化とその処理の効率化を図る． 
野中翔太 重力・空中磁気グリッドデータを用いたカルデラ形状の自動認識 
 平成 20年に岩手・宮城内陸地震において，大規模な地すべりと中小規模の斜面変動が発生
した．これらの発生原因として，当該地域において多数の潜在カルデラが指摘されている．本
地震災害地域と同様の地質的環境は，東北地方の多くの地域で認められており，当該地域にお
いてもカルデラの詳細な構造が不明の場合が多い．本研究ではこれまで Bouguer 重力異常値
に対して水文解析を行い，北東北に存在するカルデラ輪郭の抽出を行った．しかしながら，重
力データの雑音により，抽出したカルデラ輪郭とこれまで解釈されてきたものとの不一致も確
認された．本研究では東北地方の Bouguer 重力異常値に対して 2 次元フーリエ変換によるバ
ンドパスフィルタ適用し，カルデラ輪郭の抽出を改善するための適切な波長帯の把握を試み
る． 
大野 雄也 介護情報の記録における手書き入力機能の効果に関する研究 
 多くの介護現場では，従来紙媒体であった介護日報を電子媒体(DB上)で保存する「介護ソ
フト」が使われている．データの自動グラフ化や検索を可能とし，介護職員の記録業務にかか
る負担を軽減するものである．しかし，介護ソフトはキーボードとマウスを用いてテキスト情
報と予め設定された図等の添付による記録を行うためには，「施設の形態に合わせて自由にレ
イアウト(項目等)の変更」，「欄外にデータの補足文や絵を付加する等，自由な記述」が必要
である．以上のような要望を持つ介護施設にとっては，本来共有したい情報が記入できないと
いった欠点がある為，介護ソフトの導入を控えている．そこで本研究では，テキスト情報に加
え，ペンタブレット等の手書きデバイスを用いて手書き情報も記録できるようにすることで，
上記ニーズに対応できる介護ソフトの開発・有効性検証を行う． 
木下 尋斗 音響特性を用いた機械異常診断システムに関する検討 
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 ライン生産方式を導入している工場では，組立工程・作業員の配置を一連化させることで作業
の効率を図っているが，機械の故障によるライン停止，修理，買い替えなどの不必要なコスト
をかけないためにも，機械自体の大きな故障を未然に阻止することが強く求められている．し
かし，機械の種類によっては，外見に異常が現れないまま，内部的破損が起きるなど，小さな
故障に気づくことすら困難な場合が多い．本研究では，機械動作音の音響特性から異常かどう
かを自動診断するシステムに関する検討を行う．機械の正常動作と故障する直前の動作音を，
動作音の周波数領域から逐次診断比較し，故障する前に帰化の故障を予見することを試みる． 
海田 俊輝 異常気象によるインドネシア農業収穫量の変動に関する分析 
インドネシアは熱帯に位置する国であり，雨季(10月～3月)と乾季（4月～9月）がある．当
該国では 2～3 期作が一般的であるが， 各年の気象状況によって田植のできる回数が変動す
る．特に，一定以上の降雨がなければ陸稲の栽培が困難であり，水資源が極端に少なくなると
水稲の栽培も困難になる．雨季を決定する気象データの一つに，可降水量がある．可降水量は，
大気中に含まれる水蒸気の量のことであり，衛星などから取得可能である．農作物の解析にお
ける可降水量の利用は，トウモロコシの不作シーズンの推定という事例はあるが，降水量の利
用に比べて少ない．可降水量と農業との関連が明らかになれば，地上観測点のない地域におけ
る農業モデルの構築が可能となる．そこで本研究では，過去の可降水量から雨季の始まった地
域（雨季開始地域）を特定し，そのパターンの定量化を試みる．これらのパターンをもとに米
収穫量の変動を明らかにする． 
 
(c) 博士(後期)論文概要 
伊藤 史人 CRと CT画像からの三次元膝関節モデルの生成手法 
 高齢化社会の到来によって変形性膝関節症が急増しており，人工膝関節全置換術(total 
knee arthroplasty; TKA) の施行例も増加している．TKA の術前計画では，立位の膝関節の状
態を知る必要があるため，患者の立位 X 線透視像を参照して人工関節の設置位置が検討され
る．しかし，この画像から立体情報を読み取ることが困難なため，複雑な膝関節の TKA にお
いては熟練した医師の解釈が必要である．本研究は，立位 X 線透視像を参考にした CT画像の
レシストレーション手法を提案し，生成した立位 3次元膝関節モテルを用いて人工膝関節術前
計画支援システムの開発を試みる． 
猿舘 朝 ヒト情報処理に基づく環境音識別システムに関する研究 
 現代は高度情報化社会であるとともに，高齢者，障害者は増加傾向にある．このため，生活
の安全，保障，支援システムの構築が急務である．人々が安全に生活する上で，音は不可欠な
ものであるが，高齢者や聴覚障害者は耳が不自由なため情報を十分に得ることができない．こ
れに対し，支援システムはさまざまあるが，ニーズに十分に応えられていないのが現状である．
以上のことから，本研究では環境音を自動識別し，利用者の持つ携帯端末へ結果呈示するシス
テムについて検討・構築する．従来の識別アルゴリズムはニューラルネットワークや HMMなど
多々あるが，本研究では環境雑音下でも聴き取れるヒトの聴知覚メカニズムに注目し，新たな
識別アルゴリズムについて研究，提案する． 
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(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
1) 伊藤文人，プリマ オキ ディッキ，上野育子，伊藤憲三．CT 画像からの立位 3 次元膝関節モデルの生成手法.
画像電子学会誌，706-713，2010． 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 海田俊輝, プリマ・オキ・ディッキ., 菅野洋光, 可降水量からインドネシア農業生産性の変, 日本地球惑星科
学連合 2010年大会, 2010. 
2) 海田俊輝，Prima,O.D.A.，菅野洋光，時空間分析からみた可降水量とインドネシアの米収穫量との関連，情報処
理学会第 73回全国大会，2011. 
3) 野中翔太，Prima,O.D.A.，パンドパスフィルタによる重力データ上のカルデラ輪郭の改善，情報処理学会第 73
回全国大会，2011. 
4) 山田真吾，Prima,O.D.A，伊藤久祥，宮腰直人，細江達郎，交通提言投稿システムの構築とその効果，情報処理
学会第 73回全国大会，2011. 
5) 大林匠，伊藤憲三，時間・周波数領域におけるレコードノイズの除去法に関する検討，H23年東北若手研究者研
究発表会 
6) 大棒麻実，Prima Oky Dicky A.，注視実験による顕著性マップの検証，H23年東北若手研究者研究発表会，2011. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当無し 
 
2.12.4. その他の活動 
該当無し 
  
